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昨
年
一
〇
月
下
旬
に
起
き
た
「
新
潟
県
中
越
地
震
」
は
、
死
者
四
〇
名
、
負
傷
者
約
四
六
〇
〇
名
、
家
屋

の
全
半
壊
一
万
四
〇
〇
〇
戸
、
道
路
の
損
壊
六
五
〇
〇
ヵ
所
―
―
と
い
う
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
被
災
者
救
援
の
た
め
、
全
国
か
ら
大
勢
の
個
人
、
団
体
が
駆
け
付
け
、
千
葉
県
か
ら
も
福
祉
団
体
を
は
じ

め
、
社
会
人
や
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
現
地
で
生
活
・
復
興
支
援
に
活
躍
し
ま
し
た
。

　
「
ほ
ん
と
う
に
助
か
り
ま
し
た
」
。
被
災
者
の
感
謝
の
こ
と
ば
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
返
す
こ
と
ば

は
一
つ
、「
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
お
互
い
さ
ま
で
す
か
ら
」
。

　
そ
ん
な
さ
り
気
な
い
や
り
と
り
の
中
で
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
支
援
活
動
を
通
じ
て
、
人
と
し
て

の
大
切
な
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
（
く
わ
し
く
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

―
―
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
者
支
援

「
困
っ
た
と
き
は
、
お
互
い
さ
ま
」

福祉
CHIBA

2005.3.1発行

地
震
に
よ
り
石
垣
の
下
へ
落
下
し
た
建
物
（
川
口
町
）

雪
か
き
用
の
ス
コ
ッ
プ
を
仮
設
住
宅
に
運
ぶ
千
葉
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

２

　
昨
年
十
月
二
十
三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に
は
、
全
国
か
ら
七
万

人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
救
援
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
千
葉
県
社
会
福

祉
協
議
会
で
も
、
市
町
村
社
協
と
の
協
力
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
派
遣
な
ど
を
行
い
、
復
興
支
援
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
立
場
の
異
な
る
三
名
か
ら
、
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
分
か
っ
た
こ
と
、

活
動
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

支
援
活
動
、
い
い
経
験･

勉
強
に
な
り
ま
し
た

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
支
援
活
動
報
告

!!

引っ越し手伝い、車の誘導に一役
国学院大学法学部4年　稲越 義さん

　
被
災
地
の
情
報
得
て
か
ら
参
加
を

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
阪
神
大
震
災
の
救
援
活
動
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
話
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
―
―
。
「
自
分

も
何
か
お
役
に
立
て
れ
ば
…
…
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
新
潟
県
中
越
地
震
の
発
生
を
知
っ
た
時
に
は
、
佐
倉
市
社
協
に
勤
め
る

知
人
に
相
談
。
「
ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
を
―
―
」
と
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
登
録
後
、
連
絡
を
待
っ
て
い
た
ら
、
千
葉
県
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
の
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
二
回

運
行
さ
れ
、
私
は
両
方
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ヤ
ル
気
満
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
私
た
ち
の
活
動
場
所
は
、
長
岡
市
内
に
設
け
ら
れ
た
山
古
志
村
の
仮
設

住
宅
。
九
時
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
引
っ
越
し
補
助
や
ク
ル
マ
の
誘
導
、

掃
除
、
炊
き
出
し
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
力
仕
事
が
主
で
す
が
、
入
居
者
は
少
な
く
、
待
ち
時

間
の
方
が
長
い
く
ら
い
。
荷
物
を
積
ん
だ
ク
ル
マ
が
入

っ
て
来
る
と
、
や
る
気
満
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま

っ
て
き
て
、
被
災
者
の
方
は
驚
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

た
だ
名
札
を
付
け
て
い
た
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
警

戒
心
を
持
つ
方
は
な
く
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
自
分
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
た
！

　
地
震
の
発
生
か
ら
二
ヵ
月
近
く
経
っ
て
い
た
た
め
、
被
災
者
の
方
た
ち

も
落
ち
着
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
こ
と
に
は
救
わ
れ
る
思
い
。
阪

神
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
仮
設
住
宅
も
同
じ
地
区
の
方
た
ち
が
一
緒
に
住

め
る
よ
う
な
配
慮
が
あ
り
、
周
り
が
顔
見
知
り
な
の
が
安
心
感
に
つ
な
が

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
団
員
と
し
て
活
動
し
て
き
て
、
こ
れ
ま
で
に

募
金
活
動
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
は
あ
り
ま
す
が
、
災

害
の
支
援
は
初
め
て
。
帰
宅
後
は
防
災
用
品
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
場
所
に
置
く
な
ど
、
防
災
意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。

ただし

新
潟
へ
向
け
バ
ス
で
出
発
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
（
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅

前
）

陥没した道路（新潟県川口町で）

　
貸
付
担
当
と
し
て
現
地
入
り

　
地
震
の
発
生
に
と
も
な
い
、
新
潟
県
社
協
は
被
災
者
の
生
活
支
援
を
目

的
に
「
生
活
福
祉
資
金
」
の
特
例
で
最
高
二
〇
万
円
ま
で
の
貸
付
を
行
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
千
葉
県
社
協
で
貸
付
業
務
を
担

当
し
て
い
る
伊
藤
宏
治
参
事
と
私
は
現
地
の
貸
付
業
務
を
支
援
す
る
た

め
、
十
一
月
二
日
に
新
潟
県
に
向
か
い
ま
し
た
。
初
日
は
新
潟
県
社
協
で

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
翌
三
日
に
小
千
谷
市
に
入
り
ま
し
た
。

　
小
千
谷
市
内
の
被
害
は
甚
大
で
、
倒
壊
寸
前
で
「
立
ち
入
り
禁
止
」
を

示
す
赤
紙
が
貼
ら
れ
た
家
屋
、
陥
没
し
て
波
打
つ
道
路
、
浮
き
上
が
っ
た

マ
ン
ホ
ー
ル
は
高
さ
が
一
　
に
達
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
我
々
は
直
ち
に
会
場
で
あ
る
小
千
谷
市
社

協
内
に
貸
付
窓
口
を
開
設
す
る
べ
く
取
り
掛
か
り
、
三
日
午
後
か
ら
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
貸
付
窓
口
の
現
場
で
は

　
窓
口
開
設
後
、
相
談
者
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
続
け
、
被
災
者
が
生

活
費
を
必
要
と
し
て
い
る
現
実
に
直
面
し
ま
し
た
。

自
宅
が
倒
壊
し
車
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
人
、
仕
事

先
も
被
災
し
自
宅
待
機
と
な
っ
て
い
る
人
、
高
齢
の

ご
夫
婦
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
な
ど
。

　
貸
付
金
は
相
談
受
付
日
に
現
金
で
交
付
し
ま
し
た

が
、
多
く
の
相
談
者
か
ら
「
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
「
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
る
よ
」
と
、
再
建
に

向
け
た
決
意
の
言
葉
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
相
談
者
と
の
面
接

の
中
で
大
変
な
事
情
を
抱
え
て
い
る
様
子
を
聴
く
た
び
に
、
こ
の
資
金
が

少
し
で
も
生
活
の
再
建
に
役
立
て
ば
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
社
協
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
我
々
の
滞
在
は
わ
ず
か
一
週
間
で
し
た
が
、
他
の
都
県
社
協
職
員
や
新

潟
県
内
の
市
町
村
社
協
職
員
と
目
的
を
一
つ
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
業
務

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
被
災
者
の
生
活

再
建
に
は
相
当
な
時
間
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
、
こ
う
し
た
困
難
を
前
に
し
て
も
社
協
が
連
携
す
る
こ
と
で
大
き

な
力
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

３

被災者への貸付に感謝と決意の言葉

柏市社会福祉協議会 課長代理　諏訪部 正敏さん

県社会福祉協議会主事　会田 肇さん

地域の連携や日常の見守りの大切さ実感

　
マ
ッ
チ
ン
グ
を
担
当

　
十
月
三
十
一
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
、
市
町
村
社
協
職
員
と
し
て
参

加
、
長
岡
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
支
援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
千
葉
県
社
協
は
群
馬
、
茨
城
県
社
協
、
千
葉
市
社
協
な
ど
と
マ
ッ
チ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
担
当
、
市
町
村
社
協
で
参
加
し
た
の
は
私
ど
も
だ
け
で

「
千
葉
県
は
連
携
が
進
ん
で
い
る
」
と
誉
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
午
後
一
時
半
に
現
地
に
入
り
、
引
き
継
ぎ
後
す
ぐ
に
作
業
を
開

始
。
翌
日
は
避
難
所
、
市
役
所
、
被
災
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
調
整
を
行
う
〈
マ
ッ
チ
ン
グ
〉
、
ニ
ー
ズ
ご
と
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
内
容
を
説
明
、
地
図
や
活
動
物
資
を
手
渡
し
て
送
り

出
す
〈
ツ
ア
コ
ン
〉
を
担
当
し
ま
し
た
。
一
日
の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く

―
―
と
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
も
試
み
ま
し
た
。

　
社
協
の
役
割
を
再
認
識

　
意
外
に
感
じ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
災
害
支
援
関
係
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
長
期
滞
在
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
自
家
用
車
に
よ
る
送
迎
に
保
険
へ
の
配
慮
も
な

く
、
下
見
な
し
で
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

し
て
い
る
点
に
、
当
初
社
協
職
員
間
で
は
疑
問
の
声

が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
被
災
者
を
引
き
続
き
フ
ォ
ロ

ー
す
る
の
は
地
元
の
社
協
で
す
。
社
協
が
先
頭
に
立
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
、
そ
の
後
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
事
前
に
「
防
災
福
祉
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
り
、
組

織
運
営
体
制
を
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
地
域
の
見

守
り
、
支
え
合
い
活
動
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
と
連
携
し
た
ニ
ー
ズ

把
握
の
シ
ス
テ
ム
も
必
要
で
す
。
地
区
、
町
会
単
位
の
「
防
災
・
福
祉
マ

ッ
プ
」
作
成
も
急
が
れ
、
後
日
報
告
会
で
柏
市
の
災
害
時
要
援
護
者
対
策

に
同
マ
ッ
プ
の
作
成
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
災
害
対
策
本
部
や
避
難
所
は
行
政
が
運
営
す
る
こ
と
が
多
く
、
日

頃
の
行
政
と
の
連
携
も
大
切
で
す
。
災
害
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
と
の
役

割
分
担
の
調
整
、
市
民
向
け
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
も
必
要
で
す
。
地

域
の
地
道
な
活
動
を
災
害
時
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
、
社
協
の
役
割
と
痛

感
し
ま
し
た
。

メ
ー

ト
ル

４

どなたでも、気軽に、ご利用いただける公共
の保養施設です。ゲートボール（無料）もでき、
60歳以上の方は1泊（2食付き）5,000円です。

【送迎バス用意有】

お問い合わせ・お申し込み

久留里荘 もとの荘〒292-0434
君津市向郷1632

〒270-2328
印旛郡本埜村滝878

電話0439-27-3180 ファックス0439-27-2776 電話0476-42-4126 ファックス0476-42-8326
ヨイフロ

く る り

福
祉
を
担
う
人
づ
く
り
、
資
質
の
向
上
を
―
―

■
県
が
「
福
祉
塾
」
開
催
に
補
助�

�����������������������������������������������������������������������������

〈第1回福祉塾〉
「仕事の悩みを話そうよ」
　―しゃべり場 IN 市原

〈第2回福祉塾〉
「ストレスケアセンター」
　―ストレスをエネルギーに高める
方法

〈第3回福祉塾〉
「カウンセリングセミナー」
　―あなたは職場のカウンセラー

〈第4回福祉塾〉
「スーパービジョンセミナー」
　―理想の先輩・上司って？

〈第5回福祉塾〉
「この街が好き！」
　―市民みんなのしあわせづくりの
ために手をつなぎ力をあわせよう

3/5（土）

3/6（日）

3/12（土）

3/13（日）

3/26（土）

●毎日新聞社会部
　副部長　野沢和弘

●NPOこころの相談室いちはら
　産業カウンセラー、精神科医師等

●NPOこころの相談室いちはら
　産業カウンセラー、精神科医師等

●松山福祉専門学校
　専任講師　下山久之

●NPO法人ウィズエブリワン
　理事長　倉田知典
●中核地域生活支援センター
　ふる里学舎
●NPO法人井戸端げんき
　代表　伊藤英樹
●NPO法人子ども館ゆめのたまご
　代表　込山初美
●ワンガン福祉NPO
　理事長 井本義孝（コーディネーター）

他職種の仕事内
容、悩みを知り視
野を広げる。

燃え尽き症候群の
予防を図る。

カウンセリング技
法を習得する。

リーダーとしての
資質を高める。

他業種連携による
福祉の街づくりを
検討する。

内　　容� 開催日� 講　師　等� 備　考

千 ム千葉県老人休養ホーム

　
福
祉
を
担
う
人
づ
く
り
と
、
そ
の
資
質

の
向
上
を
め
ざ
し
て
開
催
す
る
「
福
祉
塾

及
び
ジ
ュ
ニ
ア
福
祉
塾
」
に
つ
い
て
、
県

は
平
成
十
六
年
度
か
ら
補
助
事
業
を
展
開
中
。

　
受
講
対
象
は
、
地
域
の
福
祉
関
係
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
学
校
関

係
者
な
ど
。

　
こ
の
事
業
は
各
地
域
の
団
体
が
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

人
材
育
成
し
て
い
く
の
が
狙
い
。

　
「
塾
」
と
は
い
っ
て
も
、
堅
苦
し
く
考

え
る
必
要
は
な
く
、
参
加
者
同
士
楽
し
く

語
り
合
い
、
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
。

平
成
十
六
年
度
に
は
県
内
五
団
体
に
対
し

補
助
。
事
業
は
、
平
成
十
七
年
度
も
継
続

し
て
実
施
の
予
定
で
す
。

　
因
み
に
こ
の
三
月
に
は
、
市
原
市
社
会

福
祉
協
議
会
・
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
で
、
一
ク
ー
ル
五
回
の
「
い
ち
は

ら
福
祉
塾
」
が
下
表
の
よ
う
な
内
容
で
開

催
の
予
定
で
す
。

市民が創る地域のための事業活動

5

コミュニティ・ビジネス

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
ご
注
意
！

市
町
村
社
協
の
規
程
作
成
を
支
援

◆
個
人
情
報
保
護
法
四
月
ス
タ
ー
ト

ことば百科⑥

　日常生活の中で困っていること、地域に
こんなサービスがあったらいいのに──そ
んな悩みや課題を解決するため、自分たち
のアイデアと地元にある技術や資材、労働
力を活用する地域密着型の事業活動。千葉
県社協がこのほど策定した『21世紀菜の
花コミュニティプラン』の中にも「市民起
業の支援」が位置付けられています。
　現在、全国で取り組まれているコミュニ
ティ・ビジネスとしては ①福祉支援（自
宅を開放してのデイサービス、配食・買い
物、掃除や家の簡単な修理、高齢者や障害
者への就労のあっせん、共働き家庭のため
の託児）②環境保全
（廃食油を利用した
セッケンの製造、リサ
イクル・フリーマー
ケットの開催）③商
店街の活性化（空き
店舗を利用したチャレンジショップの運営）
──のほか、産直施設の経営、地元に伝わ
る伝統芸能の“出前”などがあり、ＮＰＯ
法人をはじめ企業組合、農業法人、さらに
株式会社などの一般企業もこのビジネスに
参入しています。
　千葉県でも、在宅ケア・サービスをする
流山市の「ＮＰＯ流山ユー・アイネット」、
千葉市のまちづくりの総合支援や地域通貨
を発行している「ＮＰＯ千葉まちづくりサ
ポートセンター」、また我孫子市では「Ｎ
ＰＯ法人せっけんの街」「ママＭＡＴＥ」
「デイサービス宅老所れもん」などがあり、
これらの団体やこれからコミュニティ・ビ
ジネスを始めようという人々を支援する「あ
びこＣＢネット」が組織されています。

　
「
高
度
情
報
化
社
会
」
と
い
わ
れ
る
今
日
、
官
民
を
問
わ
ず
大
量
の
個
人
情
報
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
な
ど
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
事
業
者
か
ら
顧
客
情
報
が
漏
え
い
す

る
と
い
っ
た
事
件
も
起
き
、
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
国
は
、
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
七
号
）

を
成
立
さ
せ
、
こ
と
し
四
月
一
日
か
ら
全
面
施
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

県
社
協
で
は
、
今
後
県
内
各
市
町
村
社
協
が
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
を
作
成
す
る

際
に
は
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
方
針
で
す

Hot Report
　
こ
の
法
律
の
施
行
を
前
に
、
政
府
は
昨

年
四
月
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
基

本
方
針
」
を
閣
議
決
定
、
個
人
情
報
取
扱

事
業
者
を
所
管
す
る
省
庁
は
、
産
業
の
分

野
ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
事

業
者
に
対
す
る
指
導
に
努
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
昨
年
十
一
月
厚
生
労
働
省
か
ら
全
国
の

都
道
府
県
知
事
あ
て
に
出
さ
れ
た
「
福
祉

関
係
事
業
者
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
り
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、

例
え
ば
　
①
保
護
施
設
に
お
け
る
被
保
護

者
の
生
活
記
録
や
困
窮
に
至
っ
た
事
情
　

②
障
害
者
の
援
護
施
設
に
お
け
る
利
用
者

の
障
害
の
種
類
や
程
度
　
③
保
育
所
に
お

け
る
両
親
の
就
業
状
況
　
④
児
童
養
護
施

設
に
お
け
る
児
童
の
生
育
歴
や
家
庭
環
境

⑤
婦
人
保
護
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
家

族
の
状
況
―
―
な
ど
は
、
特
に
適
正
な
取

り
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
情
報
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
社
会
福
祉
協
議
会
も
、
各
種
の
相

談
事
業
を
は
じ
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
、
生
活
資
金
の
貸
付
、

苦
情
処
理
な
ど
、
多
く
の
事
業
を
通
し
て

個
人
情
報
を
集
積
、
管
理
し
て
お
り
、
下

表
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

個人情報！

ペ
ラ

ペ
ラ

社協事業、福祉サービスの特性をふまえ、
対応が必要と考えられる事項例

実習への協力（大学･専門
学校、ホームヘルパー養成
研修等）
ケースカンファレンス（社
協内部での提供･共有）、
職員研修

ケースカンファレンス（外
部への提供・共同利用）

小地域ネットワーク、ふ
れあい･いきいきサロン
等の住民参加を得て行う
サービス

学会等での発表

あらかじめ個人情報取扱業務概要説明書の内部での

利用の項で利用することを記載すれば、本人の了解

を得ることなく利用することができるが、一定のル

ールのもとに慎重に利用することが求められる。

あらかじめ個人情報取扱業務概要説明書に、共同し

て利用する個人データの項目、共同利用社協名、利

用目的、個人データの管理について責任を有する者

の氏名を記載し、本人等が知り得る状態にしておけ

ば第三者にあたらず、本人の同意なく提供・利用で

きることとなっているが、一定のルールのもとに慎

重に利用することが求められる。

住民の自発的な意思・参加にもとづく活動であるこ

とに留意し、個人情報保護の重要性について住民の

合意形成を図りながら対応方策を検討・実施する。

匿名化する

項　　目� 対応の考え方

■
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
研
修
セ
ン

タ
ー

　
　
〇
四
三
（
二
四
一
）
五
一
二
〇

　
　
〇
四
三
（
二
四
一
）
五
一
二
一

 

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
基
本
的
な

心
構
え
」
「
訪
問
介
護
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
と
そ
の
対
処
法
」
「
冷
蔵
庫
に
あ
る
物

を
使
っ
て
、
安
上
が
り
で
カ
ン
タ
ン
、
お

い
し
い
レ
シ
ピ
」
な
ど
を
内
容
と
す
る
小

冊
子
を
こ
の
ほ
ど
発
刊
し
ま
し
た
。

　
一
部
五
〇
〇
円
（
消
費
税
込
み
）
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
下
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

各
保
育
園
に
発
生
し
た
苦
情
か
ら
何
を
学

び
取
る
か
。
『
保
育
園
の
質
を
高
め
る
た
め

に
―
―
保
護
者
か
ら
の
苦
情
の
分
析
と
そ

の
対
応
か
ら
学
ぶ
』
が
、
こ
の
ほ
ど
千
葉

県
保
育
協
議
会
「
千
葉
県
近
未
来
保
育
研

究
所
」
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
件
の
苦
情
を
集
計
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
「
施
設
内
で
の
見
直
し
項
目
」
の

必
要
性
。
苦
情
に
は
保
護
者
か
ら
の
「
要
望
・

要
請
・
期
待
」
そ
し
て
信
号
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
下
記
の
通
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
記

■
申
し
込
み
方
法

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
、
氏
名
、
送
付

先
住
所
、
電
話
番
号

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
冊
子
と
合

わ
せ
て
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

指
定
口
座
に
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

■
金
額
＝
一
冊
一
七
〇
〇
円
（
送
料
、
税

込
み
）

■
申
し
込
み
先

　
〒
二
六
〇
―
〇
〇
二
六

　
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
　
四
―
三

　
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
千
葉
県
保
育
協
議
会
事
務
局

　
　
〇
四
三
（
二
四
五
）
一
一
〇
三

　
　
〇
四
三
（
二
四
四
）
五
二
〇
一

県社協
NEWS

６

＊時間は、いずれも午前10時～正午ま
でです。
〈千葉県社会福祉施設経営相談室〉
・相談日直通電話　TEL 043（245）4450
・相談日以外は――TEL 043（245）1103
・専用メールアドレス
　　soudansitsu@chibakenshakyo.com

　福祉施設の運営にまつわる法律や会計、
労務についての相談に応じています。事
前に電話かメールでご連絡ください。

法律相談

3月9日（水）、23日（水）
4月13日（水）、27日（水）
5月11日（水）、25日（水）

3月7日（月）、22日（火）
4月4日（月）、18日（月）
5月2日（月）、16日（月）

3月2日（水）、16日（水）
4月6日（水）、20日（水）
5月6日（金）、18日（水）

気軽にご相談ください!!
――社会福祉施設経営相談

会計相談

労務相談

証
明
書
作
成
交
付
事
務
は

全
国
の
法
務
局
で
扱
い
ま
す

ト
ラ
ブ
ル
防
止
Ｑ
＆
Ａ
発
売
中

◆
成
年
後
見
登
記

よ
り
よ
い
保
育
の
手
引
書
発
刊
!!

Fax

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
た
め
の
―
―

!!

　
成
年
後
見
登
記
に
お
け
る
「
登
記
事
項

証
明
書
」
、
ま
た
「
登
記
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
の
証
明
書
」
の
作
成
交
付
は
、
こ
れ

ま
で
東
京
法
務
局
が
一
括
し
て
取
り
扱
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
一
月
末
よ
り
、

全
国
の
法
務
局
で
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
交
付
請
求
を
す
る
場
合
は
、
請
求
書
の

氏
名
、
生
年
月
日
、
資
格
（
本
人
と
の
関
係
）

な
ど
を
記
入
し
た
申
請
書
に
所
定
の
登
記

印
紙
（
手
数
料
）
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
郵
便
で
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
請
求
窓
口
は
「
東
京
法
務
局
民
事
行
政

部
後
見
登
録
課
」
か
、
各
地
の
「
法
務
局
・

地
方
法
務
局
戸
籍
課
」
で
。
郵
便
で
の
請

求
先
は
左
記
の
通
り
で
す
。

〒
一
〇
二
―
八
二
二
六

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
一
―
一
―
一
五

九
段
第
二
合
同
庁
舎

東
京
法
務
局
民
事
行
政
部
後
見
登
録
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
―
―

●
法
務
省
民
事
局
民
事
第
一
課

　
　
〇
三
―
三
五
八
〇
―
四
一
一
一

●
東
京
法
務
局
民
事
行
政
部
後
見
登
録
課

　
　
〇
三
―
五
二
一
三
―
一
二
三
四
（
代
表
）

●
千
葉
地
方
法
務
局
戸
籍
課

　
　
〇
四
三
―
三
〇
二
―
一
三
一
一

▼
法
務
省
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp
://w

w
w
.m
o
j.g
o
.jp
/

Fax ホームページ3月より開設！
千葉県社会福祉施設経営者協議会

　福祉施設の経営に関連する情
報を中心としたホームページを
3月1日から開設します。
　気軽にご活用ください。
■アドレス
http://chibakenkeieikyo.net

ホームページ見やすくリニューアル
千葉県社会福祉協議会

　四月初旬より、これまでの構
成を部署ごと、目的別に表現。
より情報を探しやすく、見やす
くリニューアルします。
　アドレスは、従前と変わりま
せん。
■アドレス
http://www.chibakenshakyo
.com/

　「いのちの電話」は精神的な危機に直面し、援助と励ましを求めて
いる人々に、電話で対応する相談業務です。

■と　き　5月6日～7月8日の間の金曜日。PM2:00～4:00
■受講資格　20歳～65歳未満の方
■受講料　第1課程・一般コース（全10回）1万5000円
　第1課程は公開講座で、カウンセリングに興味のある方が聴講。相
談ボランティアになるには、さらに基礎コース・訓練・実習コース（宿
泊研修を含む）の1年10ヵ月にわたる受講（受講料は別料金）が必要
です。
■ところ　千葉県教育会館ほか
■定　員　150名（先着順）
■主催・問い合わせ先　千葉いのちの電話事務局（AM10:00～PM5:00）
　　 043（222）4322

情報FLASH

７

　障害者同士、また健常者と障害者がテニスを通じて交流し、相互理
解を深めようという催し。初心者大歓迎!!

■と　き　4月29日（金・祝日） AM9:00～PM5:00
■ところ　千葉市海浜公園テニスコート（予定）
■参加費　1,000円程度
■参加申し込み　参加申込用紙に記入のうえ、3月31日までに郵送。
■主催・申込先
　「第13回みどりの日テニス交流大会実行委員会」
　実行委員長・田中晴美
　〒270-1436　白井市七次台 3-35-1　　 047（491）9939

第13回「みどりの日テニス交流大会」

千葉いのちの電話

　県内の知的障害者のスポーツの祭典であり、全国大会の参加標準記
録突破をめざし、下記の通り開催されます。

■と　き　3月17日（木）AM9:00～PM3:00（雨天決行）
■ところ　佐倉市岩名運動公園陸上競技場
■競技種目　50m、100m、200m、400m、800m、1500m、立幅跳、

走幅跳、走高跳、ソフトボール投、4×100R
■主　催　千葉県知的障害者陸上競技協会

「第4回千葉県ID陸上競技記録会」兼「全国障
害者スポーツ大会千葉県代表選手第1次選考会」

　障害のある方々の自立を支援している授産施設・作業所の展示即売会。

■と　き　3月17日（木）～21日（月）AM10:00～PM7:00（最終日は
PM4:00まで）

■ところ　千葉パルコ前・千葉市中央公園
■主　催　全国社会就労センター協議会・千葉県社会福祉協議会

全国セルプバザール2005 in 千葉

第18期相談ボランティア養成講座

日用品・木工品・陶器・縫製品…

第6回千葉県障害者スポーツ大会

日　時� 競技種目� 会　　場

5月22日（日）

（公開競技）

5月29日（日）

6月5日（日）

陸上競技（知・身）

卓球（知・身：STTを除く）

フットベースボール（知）

アーチェリー（身）

卓球（身：STTのみ）

ボウリング（知）

バスケットボール（知）

バレーボール（聴覚）

水泳（身・知）

県総合スポーツセンター

　　　　〃

　　　　〃

船橋アーチェリーレンジ

県障害者スポーツ・レクリエ

ーションセンター

千葉リバーレーン

県総合スポーツセンター

県障害者スポーツ・レクリエ

ーションセンター

県国際総合水泳場

　千葉県における障害者のスポーツの祭典。大会
を通じ、スポーツの楽しさを体験し、県民の障害
に対する理解を深めるとともに、障害者の一層の
社会参加を勧めるのが目的。
■日程、競技内容は下表の通り
■主催　千葉県、千葉県障害者スポーツ・レクリエーション協会など

子供と芸術の出会いの場

　乳幼児とその親に芸術鑑賞、文化的体験、交流をしてもらい、「子
育て」と「子育ち」にとってあたたかいまちづくりをめざす。

■内　容　人形劇、ワークショップ、講演会、講座、茶話会など。
■と　き　2005年5月～2006年3月の間
■ところ　千葉県内開催団体の市町村
■主催・問い合わせ先
　特定非営利活動法人子ども劇場千葉県センター
　理事長・岡田泰子
　〒260-0031　千葉市中央区新千葉 2-17-6 サンコート新千葉102
　　 043（301）7262　Fax 043（301）7263

子育て応援シアター2005

仲間ふやして、住みよい地域づくり
第4回はつらつスクエア

　趣味や興味を同じくするシニアサークル活動の紹介を通し、地域を
超えた交流を図り、将来さらに積極的に地域活動への意欲を高めても
らうことを目的に開催。

■内　容　①はつらつサークルの意見発表（6団体）　②はつらつラ
イフを実践するための笑いと防犯講座。「笑いは人間関係の潤滑油・
山遊亭金太郎（落語家）」「身近な犯罪の防犯対策・千葉県警察」。
その他展示コーナー。

■と　き　3月12日（土）　AM10:00～PM2:30
■入場料　無料（観覧自由）
■ところ　千葉市民会館小ホール　Tel 043(224)2431
■主　催　財団法人・千葉県福祉ふれあい財団
　＊参加されるサークルには、駐車料金実費（前日準備および当日1
団体につき1台分）を支給します。
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誠
実
な
仕
事
の
積
み
重
ね
が
信
頼
を
は
ぐ
く
む

当店こだわりの一品シリーズ
（６）

「社会福祉法人あかね　福祉情報センター
　　　　　 ワークアイ･船橋」

編
集
後
記

　
Ｊ
Ｒ
総
武
線
下
総
中
山
駅
か
ら
わ
ず
か
六
○
メ
ー
ト
ル
―
―
船
橋

市
の
身
体
障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施
設
「
社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね

福
祉
情
報
セ
ン
タ
ー
　
ワ
ー
ク
ア
イ
・
船
橋
」
（
金
子
楓
所
長
）
で

は
、
テ
ー
プ
録
音
速
記
を
は
じ
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
展
開
。
て
い
ね
い
な
仕
事
ぶ
り
が
厚
い
信
頼
関
係
を
は

ぐ
く
み
、
こ
れ
ま
で
全
国
の
官
・
民
各
団
体
か
ら
仕
事
を
受
注
し
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
十
六
年
度
も
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
は
国
内
外
と
も
災
害
が
多

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

と
い
う
理
由
で
、
中
越
地
震

に
お
け
る
災
害
活
動
報
告
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
ま
た
、
四
月
か
ら
個
人
情

報
保
護
法
が
全
面
施
行
と
な

り
ま
す
が
、
利
用
者
情
報
が

多
い
社
会
福
祉
関
係
者
は
特

に
注
意
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
（
Ｓ
）

これら書籍の記事のテープ起こしをしました。

テ
ー
プ
起
こ
し
や
点
訳
に
精
を
出
す
ス
タ
ッ
フ

 

パ
ソ
コ
ン
は
視
覚
障
害
者

の
強
力
な
助
っ
人

　
「
ワ
ー
ク
ア
イ
・
船
橋
」

で
は
、
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、

肢
体
障
害
な
ど
の
あ
る
通
所

員
一
九
名
が
、
七
名
の
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ

機
能
を
生
か
し
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
設
立
当
初
か
ら
も
っ
と
も
力

を
入
れ
て
き
た
の
が
研
修
会
、

講
演
会
な
ど
の
録
音
テ
ー
プ
を

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
書
化
す

る
「
テ
ー
プ
録
音
速
記
」
。
視

覚
障
害
者
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
音
声
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
操
作
。
仕
事
は
一
人
で
請
け

負
う
の
で
は
な
く
、
何
人
か
で

分
担
す
る
こ
と
で
決
め
ら
れ
た

納
期
内
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
可

能
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本

速
記
協
会
の
表
記
例
を
採
用
し
、

誰
が
作
成
し
て
も
統
一
さ
れ
た

文
書
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
福
祉
作
業
所
だ
か
ら
…
…
」

と
い
っ
た
甘
え
は
厳
禁
。
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

仕
事
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
約
束

し
た
納
期
前
日
の
納
品
を
心
が

け
、
三
、
四
日
後
に
は
必
ず
電

話
を
入
れ
て
仕
事
の
出
来
ば
え

を
確
認
、
次
の
仕
事
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
各
種
情
報
入
力
処

理
、
文
字
の
点
訳
・
点
字
の
文

字
訳
、
テ
ー
プ
の
広
報
誌
制
作
、

ま
た
名
刺
印
刷
や
点
字
名
刺
の

作
成
も
―
―
。
点
字
名
刺
は
、

視
覚
障
害
者
に
“
名
刺
の
共
有

化
”
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
、
福

祉
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
人
に
と
っ

て
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
小

道
具
と
し
て
、
な
か
な
か
の
人

気
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
相
談
支

援
も

　
開
設
は
平
成
八
年
四
月
。
十

四
年
四
月
に
法
人
化
し
「
社
会

福
祉
法
人
　
あ
か
ね
」
に
―
―
。

ま
た
十
五
年
に
同
じ
ビ
ル
内
に

開
設
し
た
小
規
模
福
祉
作
業
所

「
ワ
ー
ク
ア
イ
・
中
山
」
と
協

力
体
制
を
取
り
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
通
し
て
社
会
参
加
の

意
識
を
高
め
、
経
済
的
に
も
、

技
能
の
う
え
で
も
自
立
を
め
ざ

し
て
お
り
、
毎
月
一
回
全
員
参

加
の
月
例
会
を
開
催
。
話
し
合

い
や
技
能
向
上
の
勉
強
を
重
ね

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
こ
で
実
績

を
積
み
重
ね
、
自
信
を
付
け
る

こ
と
で
一
般
企
業
へ
の
就
職
の

道
も
拓
か
れ
、
八
年
間
に
一
○

名
が
就
職
、
現
在
も
元
気
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
視
覚
障
害
者
の
た
め

に
音
声
ソ
フ
ト
を
使
用
し
た
「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
を
開
い
た
り
、

中
途
視
覚
障
害
者
へ
の
相
談
事

業
も
行
っ
て
お
り
、
〈
相
談
を

受
け
る
側
も
当
事
者
〉
と
い
う

安
心
感
か
ら
年
々
件
数
が
増
加
、

平
成
十
五
年
度
に
は
、
一
五
○

○
件
も
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

障
害
者
も
納
税
者
に
な
れ

る
よ
う

　
◆
金
子
楓
所
長
の
話
＝
多
く

の
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

プ
レ
ス
機
を
リ
ー
ス
し
て
い
る

『
あ
い
・
あ
ー
る
け
あ
（
株
）
』

さ
ん
に
は
、
開
設
当
初
に
リ
ー

ス
料
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
り
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
う
甘
え

は
禁
物
。
障
害
者
も
納
税
者
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

＊
「
ワ
ー
ク
ア
イ
・
船
橋
」
へ

の
連
絡
は
―
―

〒
二
七
三
―
○
○
三
五

船
橋
市
本
中
山
三
の
二
一
の
五

　
○
四
七
（
三
三
六
）
五
一
一
二


